
【
１
面
よ
り
】

「
核
兵
器

は
戦
争
を
押
し
進
め
る
道
具
。

維
新
の
会
な
ど
が
提
唱
す
る

核
共
有
論
は
間
違
っ
て
い
る
」

と
訴
え
ま
し
た
。

太
田
氏
は
、
「
戦
争
は
最

大
の
人
権
侵
害
。
命
も
故
郷

も
奪
う
。
武
力
強
化
で
は
な

く
、
外
交
に
力
を
入
れ
る
べ

き
」
と
述
べ
ま
し
た
。

香
川
革
新
懇
は
４
月
29
日

日
本
共
産
党
の
大
門
み
き
し

参
院
議
員
と
、
教
育
学
者
の

本
田
由
紀
・
東
京
大
学
教
授

を
招
き
、
「
社
会
を
結
び
な

お
す
」
と
題
し
た
対
談
方
式

の
つ
ど
い
を
高
松
市
内
で
行

い
ま
し
た
。

白
川
よ
う
子
党
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
国
政
対
策
委
員
長
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、
オ

ン
ラ
イ
ン
も
含
め
て
３
０
０

人
が
参
加
。

両
氏
は
、
①
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
ど
う
見
る

か
②
や
さ
し
く
強
い
経
済
ー

の
テ
ー
マ
で
語
り
合
い
ま
し

た
。本

田
氏
は
、
ロ
シ
ア
の
侵

略
に
乗
じ
た
日
本
国
内
の

「
核
共
有
」
や
「
敵

基
地
攻
撃
能
力
」
な

ど
の
議
論
に
つ
い
て

「
攻
撃
さ
れ
る
理
由

を
自
ら
生
み
出
す
」

と
批
判
。
大
門
氏
は
、

「
国
連
憲
章
と
国
際

法
を
守
ら
せ
、
国
際

世
論
で
ロ
シ
ア
を
追

い
詰
め
て
い
く
」
と

の
べ
、
両
氏
は
東
ア

ジ
ア
で
の
外
交
を
ど

う
す
す
め
て
い
く
か

な
ど
を
語
り
合
い
ま

し
た
。

「
や
さ
し
く
強
い
経
済
」

で
大
門
氏
は
、
「
社
会
保
障

は
コ
ス
ト
で
は
な
く
、
大
き

な
経
済
活
動
に
な
る
」
な
ど

「
逆
転
の
発
想
」
で
経
済
を

成
長
さ
せ
る
党
の
提
案
を
紹

介
。
本
田
氏
は
、
北
欧
の
具

体
例
を
示
し
、
「
女
性
が
活

躍
し
て
こ
そ
創
造
性
あ
ふ
れ

発
展
す
る
社
会
に
な
る
」
と

語
り
ま
し
た
。
つ
ど
い
の
最

後
に
本
田
氏
は
「
（
政
治
や

社
会
の
理
不
尽
に
）
怒
っ
た

り
、
動
い
た
り
、
そ
う
し
た

こ
と
が
若
い
人
を
変
え
て
い

く
」
と
結
び
ま
し
た
。

早
川
茂
代
表
世
話
人
が

「
新
自
由
主
義
の
も
と
で
脆

く
弱
い
（
日
本
の
）
経
済
に

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
支
え

る
今
の
政
権
を
代
え
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
日
本
共
産
党

の
石
田
ま
ゆ
参
院
選
挙
区
候

補
が
司
会
を
務
め
ま
し
た
。

香
川
革
新
懇
は
６
日
、
高

松
市
で
宣
伝
し
ま
し
た
。
日

本
共
産
党
の
岡
田
ま
な
み
市

議
、
立
憲
民
主
党
県
連
の
吉

峰
幸
夫
市
議
、
新
社
会
党
の

井
角
操
県
本
部
委
員
長
、
社

民
党
県
連
の
三
野
ハ
ル
子
代

表
が
リ
レ
ー
ト
ー
ク
。
参
加

者
は
改
憲
ノ
ー
、
ロ
シ
ア
撤

退
の
意
思
を
示
す
プ
ラ
ス
タ
ー

な
ど
を
手
に
集
ま
り
ま
し
た
。

岡
田
氏
は
「
唯
一
の
被
爆

国
と
し
て
、
核
兵
器
で
人
が

傷
つ
く
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

２
１
世
紀
の
到
達
点
の
一
つ

は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
。
し

か
し
、
戦
争
で
一
番
傷
つ
く

の
は
女
性
や
子
ど
も
で
す
。

憲
法
前
文
の
重
み
を
今
こ
そ

感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
」

と
力
を
込
め
る
と
と
も
に
、

岸
田
政
権
や
、
維
新
の
会
な

ど
の
改
憲
や
敵
基
地
攻
撃
能

力
の
動
き
を
厳
し
く
非
難
し

ま
し
た
。

参
院
選
は
「
戦
争
か
平
和

化
の
中
で
戦
わ
れ
る
。
自
公

明
政
権
と
維
新
、
国
民
な
ど

改
憲
勢
力
に
審
判
を
下
そ
う
」

と
力
を
込
め
ま
し
た
。

ま
た
「
憲
法
を
変
え
る
動

き
は
日
本
を
再
び
侵
略
国
家

に
す
る
。
参
院
選
で
護
憲
勢

力
を
伸
ば
そ
う
」
（
三
野
氏
）
、

「
憲
法
に
自
衛
隊
を
書
き
込

む
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
」
な

ど
、
ロ
シ
ア
の
軍
事
侵
略
に

乗
じ
た
改
憲
や
、
核
共
有
の

う
ご
き
に
批
判
の
声
が
続
き

ま
し
た
。
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香
川
革
新
懇
が
集
い

ロ
シ
ア･

や
さ
し
く
強
い
経
済

ロ
シ
ア
問
題
で
宣
伝

日本共産党の内田信吾善通寺市

議は先の市議会で難聴の高齢者の

生活を向上できるよう補聴器購入

の助成制度創設を求めました。

『高齢者の二人に一人は難聴で

あると言われるなか、難聴は生活

の質の低下や認知症のリスクを高

めること』『購入の高さが大きな

ハードルになっていること』を指

摘し、助成制度創設を求めました。

市は、『補聴器の助成は身体障

害手帳の交付を受けた場合には購

入費用の助成があるが、受けない

人は費用負担していること』を報

告。『補助創設

の予定はないが、

こまやな支援が

できるよう努め

たい』と答えま

した。

２
０
２
２
年
原
水
爆
禁
止

国
民
平
和
大
行
進
四
国
コ
ー

ス
・
香
川
県
内
コ
ー
ス
が
、

８
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

徳
島
県
境
で
の
引
き
継
ぎ
式

の
後
、
西
へ
向
け
て
出
発
し

ま
し
た
。

県
原
水
協
の
福
井
利
夫
事

務
局
長
は
、
「
今
年
は
、
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に

関
し
核
兵
器
使
用
や
核
共
有

の
発
言
も
あ
る
が
、
核
兵
器

禁
止
、
廃
絶
が
差
し
迫
っ
た

課
題
で
す
。
原
水
爆
禁
止
国

民
平
和
大
運
動
か
ら
64
年
。

90
歳
の
通
し
行
進
者
も
参
加

し
ま
す
。
と
も
に
歩
き
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

香
川
県
の
日
本
民
主
青
年

同
盟
な
ど
で
つ
く
る
学
生
支

援
の
実
行
委
員
会
は
４
月
30

日
、
高
松
市
内
の
公
園
で
食

料
支
援
の
活
動
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
会
場
に
は
、
有
志

か
ら
提
供
さ
れ
た
米
や
レ
ト

ル
ト
食
品
、
缶
ジ
ュ
ー
ス
な

ど
日
持
ち
す
る
食
料
の
ほ
か
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
日
用
品

が
並
び
ま
し
た
。

同
委
員
会
が
発
信
す
る
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
投
稿
を
見

て
訪
れ
た
、
り
ん
さ
ん
（
20
）

は
、
「
週
５
で
バ
イ
ト
に
入
っ

て
い
る
が
金
銭
的
余
裕
は
な

い
。
値
上
げ
で
食
費
節
約
も

大
変
。
こ
う
い
っ
た
支
援
に

助
け
ら
れ
て
い
る
」
と
語
り

ま
し
た
。
友
人
に
誘
わ
れ
て

初
め
て
訪
れ
た
別
の
学
生

（
20
）
は
食
料
で
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
た
袋
を
か
か
え
「
す

ご
い
取
り
組
み
。
ま
た
来
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

民
青
の
藤
沢
直
人
県
委
員

長
は
「
大
学
１
年
生
の
時
か

ら
来
て
い
る
リ
ピ
ー
タ
ー
の

学
生
さ
ん
た
ち
は
今
３
年
生

に
な
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍

で
困
っ
て
い
る
学
生
の
現
状

は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
支
援

を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
語

り
ま
し
た
。
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平
和
行
進
８
日
県
内
入
り

《
原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進
》

日
本
共
産
党
は
３
日
、
憲

法
施
行
７
５
周
年
に
あ
た
っ

て
の
談
話
を
小
池
書
記
局
長

名
で
発
表
し
ま
し
た
。

談
話
は
「
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
に
際
し
、
こ
の
と
き
ば
か
り
に
、

日
本
を
『
戦

争
す
る
国
』

に
作
り
変
え

る
動
き
が
露

骨
に
な
っ
て

い
る
」
と
指

摘
。
「
敵
基

地
攻
撃
は
、

集
団
的
自
衛
権
を
容
認
し
た
安
保
法

制
の
下
で
、
日
本
が
攻
撃
さ
れ
て
い

な
く
て
も
自
衛
隊
が
米
軍
の
相
手
国

中
枢
に
攻
め
込
む
も
の
で
、
相
手
国

か
ら
の
猛
反
撃
を
呼
び
込
む
全
面
戦

争
へ
の
道
と
な
る
。
『
専
守
防
衛
』

を
投
げ
捨
て
、
自
衛
隊
を
変
質
さ
せ
、

大
手
を
振
っ
て
戦
争
す
る
国
に
変
え

る
、
こ
の
道
を
推
進
す
る
た
め
の
９

条
改
憲
に
断
固
と
し
て
反
対
す
る
」

と
強
調
し
ま
し
た
。

そ
の
上
で
「
日
本
共
産
党
は
９
条

を
生
か
し
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
の
連

携
強
化
し
な
が
ら
東
ア
ジ
ア
を
平
和

の
地
域
に
し
て
い
く
と
い
う
外
交
ビ

ジ
ョ
ン
を
提
案
し
て
い
る
。
日
本
、

米
国
、
ロ
シ
ア
、
な
ど
も
参
加
す
る

東
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト
を
、

平
和
の
枠
組
み
と
し
て
強

化
し
、
東
ア
ジ
ア
規
模
で

の
友
好
協
力
条
約
を
展
望

す
る
」
大
構
想
を
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
安
倍
元
首
相
や
維
新
の
会

の
各
共
有
に
つ
い
て
「
被
爆
国
の
政

党
・
政
治
家
に
あ
る
ま
じ
き
こ
と
。

際
限
の
な
い
、
核
軍
拡
と
、
核
戦
争

の
危
険
を
増
大
さ
せ
る
だ
け
で
あ
り
、

核
兵
器
使
用
を
止
め
る
唯
一
の
保
障

は
全
世
界
か
ら
核
兵
器
を
廃
絶
す
る

こ
と
し
か
な
い
」
と
求
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
党
は
「
９
条
に
示
さ
れ
た

平
和
主
義
を
守
る
と
と
も
に
「
幸
福

追
求
権
」
「
生
存
権
」
「
財
産
権
」

な
ど
、
憲
法
が
国
民
に
保
障
し
た
豊

か
な
権
利
を
全
面
的
に
実
現
す
る
政

治
、
憲
法
を
生
か
し
た
政
治
を
実
現

す
る
た
め
に
力
を
尽
く
す
」
決
意
を

述
べ
て
い
ま
す
。

憲
法
施
行
75
周
年
に
あ
た
っ
て

高
松
で
学
生
支
援

ひかり書店で好評発売中
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ソ連、中国、北朝鮮からの日本共産党への
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